
 

宮城県被災建築物応急危険度判定士登録要綱に係る事務処理要領 

 

第１ 目的 

この要領は、宮城県被災建築物応急危険度判定士登録要綱(以下「要綱」という。)の事務処

理に関し必要な事項を定める。 

 

第２ 登録名簿及び登録証 

要綱第３第１項の規定による宮城県被災建築物応急危険度判定士名簿の様式は、様式第１号

によるものとし、第３第２項の規定による宮城県被災建築物応急危険度判定士登録証の様式

は、様式第２号によるものとする。 

 

第３ 応急危険度判定士の登録申請 

要綱第３第１項の規定による宮城県被災建築物応急危険度判定士登録申請書の様式は、様式

第３号によるものとし、次の各号に掲げる書類を添付するものとする。 

１ 顔写真２枚 登録の申請の前６か月以内に撮影したもので、無帽、正面、上半身、無背

景のもの。大きさは、縦３センチメートル、横２.４センチメートル。 

２ 建築士免許証明書の写し。ただし、更新申請の場合は不要 

３ 他の都道府県で登録又は認定を受けている応急危険度判定士は、それを証する書類の写

し 

４ その他、知事が必要と認める書類 

 

第３の２ 建築士以外で知事が認める者 

要綱第３第１項の規定によるその他知事が認める者は、次の各号に掲げる者とする。 

１ 建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第７７条の５８第１項による建築基準適合判

定資格者 

２ 建築基準法第１２条第１項による特定建築物調査員 

３ 建築士試験に合格している者 

４ 建設業法（昭和２４年法律第１００号）に基づく建築に関する施工管理の資格を有する

者 

５ 官公庁で建築行政に関する実務の経験年数が３年以上の者 

６ 官公庁の職員であって、宮城県、宮城県建築物等地震対策推進協議会又は宮城県内の市

町村が開催する被災建築物応急危険度判定実地訓練に参加した者 

 

第４ 登録更新の申請 

要綱第３第４項の規定による宮城県被災建築物応急危険度判定士の登録更新の申請は、第３

の規定を準用する。 

 

 



 

第５ 登録事項変更の届出 

要綱第５の規定による宮城県被災建築物応急危険度判定士登録事項変更届出の様式は、様式

第４号によるものとする。 

 

第６ 登録の取消しの申請 

要綱第６第１項第２号の規定による宮城県被災建築物応急危険度判定士登録抹消申請書の様

式は、様式第５号によるものとする。 

 

第７ 再交付の申請 

要綱第７の規定による宮城県被災建築物応急危険度判定士登録証再交付申請書の様式は、様

式第６号によるものとし、汚損した場合にあってはその登録証を添付するものとする。 

 

第８ みやぎ電子申請サービス 

みやぎ電子申請サービスにより申請又は届出を行う場合は、第３、第５、第６及び第７の様

式を定める規定については、適用しない。 

 

第９ 名簿の保管等 

要綱に係る事務処理及び宮城県被災建築物応急危険度判定士登録名簿の保管は、土木部建築

宅地課において行う。 

 

附 則 

この要領は、平成９年１０月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成１７年１２月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２１年１０月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要領は、平成２６年１２月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、平成２８年１０月２０日から施行する。 



 

（経過措置） 

２ 改正前の規定による諸様式で取扱い上著しく支障のないものについては、当分の間、改正後の

規定によるものとみなす。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和３年９月１３日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の規定による諸様式で取扱い上著しく支障のないものについては、当分の間、改正後の

規定によるものとみなす。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和４年９月２７日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の規定による諸様式で取扱い上著しく支障のないものについては、当分の間、改正後の

規定によるものとみなす。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要領は、令和７年９月５日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正前の規定による諸様式で取扱い上著しく支障のないものについては、当分の間、改正後の

規定によるものとみなす。 

 

 





 

様式第２号 

表 ⾯        (縦 55mm×横 85mm) 
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顔写真 
貼 付 

本証は、地震による被災建築物の危険度を判定（応急危険度判定）し、  

余震等による建築物の倒壊などに伴う二次災害の防止を図ることを目的に  

宮城県知事が「宮城県被災建築物応急危険度判定士登録要綱」に基づき 

交付したものである。 

宮城県被災建築物 

応急危険度判定士登録証 

氏 名 

生年月日 

登録番号 

登録年月日 

有効期限 

宮 城 県 知 事 

注意事項  住所、勤務先等に変更が生じたときは届け出てください。 

         本証の更新は、有効期限の３０日前までに申請してください。 

本人連絡先                            

電 話 番 号                            

本証を拾得した場合は、上記連絡先へご連絡ください。 

※地震発生後に応急危険度判定士の招集がある場合は下記の電話番号に 

集合の日時・場所等が録音されていますので、お聞きください。 

応急危険度判定士招集録音電話：１７１－２－０２２－２１１－３２４６ 

県 へ の 連 絡 用 電 話 番 号：０２２－２１１－３２４５ 



様式第３号

申請日

氏名

生年月日 性別

→受講年月日

→判定士番号

→判定士番号

過去の災害で被災建築物応急危険度判定の活動を行ったことが

有ります。（地震名：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

有りません。

宮城県被災建築物応急危険度判定士登録申請書

新規登録

更新登録

郵便番号

電話 ファックス

メール

住所

ファックス

申
請
事
由

メール

(転入元)

ファックス

③登録都道府県等①登録年月日等 ②登録番号等

自
宅

勤
務
先
・
学
校

郵便番号

住所

電話

電話

相互認証

そ
の
他

名称

郵便番号

住所

宮 城 県 知 事 殿

判定活動経験

所属する団体等

※複数可

参集要請連絡先登 録 要 件

名称

メール

１ 新規申請時は裏面記載の「添付書類」を同封してください。(更新申請時は不要です）

２ 印刷して申請する場合、写真２枚（縦３cm×横２．４cm、無帽正面、上半身、無背

景、６か月以内の撮影）のうち１枚を本申請書右下「登録証用写真」欄にのり付けし、

もう１枚は本申請書にクリップ止め等で添付して提出してください。

登録証用写真

縦3cm×横2.4cm

無帽正面、上半身

、無背景、６か月

以内の撮影

地震により被害を受けた建築物の応急的な危険度の判定を行う「宮城県被災建築物応

急危険度判定士」の登録を受けたいので、宮城県被災建築物応急危険度判定士登録要綱

第３第１項の規定により申請します。

また、円滑な判定実施のために個人情報を含む登録事項を市町村及び知事が必要と認

めた者へ提供することに同意します。



①登録年月日または合格年月日

②登録番号または合格番号

③登録都道府県または合格都道府県

　（一級建築士：『大臣』を選択）

②交付番号

①実地訓練参加年月日

②、③（記載不要）

一級、二級建築施工管理技士

①技術検定合格証明書発行年月日

技術検定
合格証明書の写し

②技術検定合格証明書番号

③（記載不要）

官公庁の職員（宮城県内実地訓練参加者）

実務経験証明書（※1）

実地訓練に参加したこと
がわかる書類（※2）

特定建築物調査員

官公庁で3年以上の建築行政実務経験あり

添付書類記入事項

一級、二級、木造建築士
（試験合格者を含む）

建築士免許証明書
または

合格通知書の写し

建築基準適合判定資格者
登録証の写し

特定建築物調査員資格者
証の写し

①登録年月日

③（記載不要）

①交付年月日

③（記載不要）

①～③（記載不要）

②登録番号一級、二級建築基準適合判定資格者

登録要件

申請書の記入について

○「登録要件」欄について
必要事項を記入し、登録要件を証する書類の写しを添付してください。更新登録の方は、現在該当する

登録要件で記入してください。

※１「実務経験証明書」は、各官公庁が発行する書類であれば、様式は問いません。なお、宮城県建築宅地課

ホームページでは、参考様式「宮城県被災建築物応急危険度判定士実務経験証明書」を公開しています。

※２「実地訓練に参加したことがわかる書類」は、実地訓練の受講申込書、実地訓練の参加者名簿、実地

訓練に参加したときの写真などです。詳細は実地訓練の開催者にお問い合わせください。なお、官公

庁の職員ではない場合は、実地訓練参加者であっても当該登録要件を満たしません。

○「参集要請連絡先」について
「自宅」「勤務先・学校」「その他」のいずれかを選択してください。地震発生後は停電や電話の不通

等により、判定士への連絡が付きにくくなるため、携帯電話や勤務先の電話番号等、複数の連絡先登録に

御協力ください。

○「所属する団体等」欄について
所属する団体名(例：宮城県建築士会、宮城県建築士事務所協会など）を記入してください（複数可）。

団体名の記入は略称で構いません（例：建築士会、事務所協会など）が、類似団体と区別できるようお願

いします。

○「判定活動経験」欄について

過去の災害で被災建築物応急危険度判定活動を実際に行ったことが有る方は、「□有ります」にチェッ

クを入れ、（ ）内に「地震名：○○年○○地震」と記入してください。

☆「登録事項の提供」について

申請書の記載事項は「宮城県被災建築物応急危険度判定士登録名簿」に記載されます。応急危険度判定

は県・市町村・民間の建築関係団体等が協力して実施されますが、円滑な判定実施のために、登録名簿を市

町村及び知事が必要と認めた者へ提供する場合があります。申請書の提出は、個人情報を含む登録事項の

提供への同意ともなりますので、予め御了承いただきますようお願いいたします。

なお、登録事項は応急危険度判定活動に関する事以外には使用しません。



 

様式第４号 

 １ 氏名変更の場合は、現在の登録証の写しと写真１枚(縦 3.0cm×横 2.4cm)を添付してください。 

 ２ 建築士免許の変更の場合は、建築士免許証明書の写しを添付してください。 

  

 

宮城県被災建築物応急危険度判定士登録事項変更届 

 

 応急危険度判定士の登録事項に変更がありましたので、宮城県被災建築物応急危険 

度判定士登録要綱第５の規定により届け出ます。 

                          年  月  日 

   宮 城 県 知 事 殿 

                  応急危険度判定士 住 所  

                                氏 名                         

 

応急危険度判定士登録年月日、番号 年  月  日 第        号 

項 目 変  更  前 変  更  後 

申 

請 

者 

氏  名   

住  所 

〒 〒 

電  話 （   ） （   ） 

建
築
士
免
許 

種  別 １級 ・ ２級 ・ 木造 １級 ・ ２級 ・ 木造 

登録 年 月 日 年   月   日 年   月   日 

登 録 番 号 （     ） 第      号 （     ） 第      号 

参
集
要
請
先 

固 定 電 話 （   ） （   ） 

携 帯 電 話 （   ） （   ） 

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ   

勤
務
先 

名  称   

所 在 地 

〒 〒 

電  話 （   ） （   ） 

ﾌ ｧ ｸ ｼ ﾐ ﾘ （   ） （   ） 

そ の 他 

  



様式第５号 

 

宮城県被災建築物応急危険度判定士登録抹消申請書 

 

 

 宮城県応急危険度判定士登録要綱第５第２項の規定により、応急危険度判定士登録 

の抹消を申請します。 

 

                                                     年  月  日 

 

   宮 城 県 知 事 殿 

 

                                      〒 

                 応急危険度判定士 住 所  

                                  氏 名                

 

応急危険度判定士登録年月日、番号 年  月  日 第        号 

備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 応急危険度判定士登録証を添付してください。 



様式第６号 

宮城県被災建築物応急危険度判定士登録証再交付申請書 

 

 宮城県被災建築物応急危険度判定士登録証の再交付を受けたいので申請します。 

 

                                                   年   月   日    

 

   宮 城 県 知 事 殿 

 

                                          〒 

                    応急危険度判定士 住 所 

                                      氏 名                              

 

応急危険度判定士登録年月日、番号  年   月   日  第          号  

生  年  月  日     年  月  日生  性 別 男 ・ 女 

登 

録 

資 

格 

建築士免許 １級 ・ ２級 ・ 木造 
登録年月日 

登録番号      

      年  月  日  

(    ) 第       号  

そ の 他 

 

再交付を申請        

す る 理 由 
 亡 失 ・ 滅 失 ・ 汚 損 ・ 破 損 ・ その他（             ） 

備   考 

 

  １ 登録証用写真１枚(縦 3cm×横 2.4cm)を添付してください。 

  ２ 汚損又は破損の場合は、その登録証を添付してください。 

  ３  亡失した登録証を発見したときは、速やかに返納してください。 
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